



















































) ｢ヨーロッパ｣ という表記は, オランダ語の(エーローパ) に由来する｡ 江戸時代に出島
でオランダ商館との貿易取引の通訳に当たった通詞が, ｢ヨーローパ｣ と聞きなしたからであろ
う｡ ちなみに新井白石 『西洋紀聞』 (年)での表記は, ｢ヱウロパ｣ である｡
年にずれこみ, しかも交渉の進展ははかばかしくない｡
















はギリシャにかくも甘く, トルコにかくも冷たい｡ その根本的理由が, そもそ
もトルコは ｢ヨーロッパ｣ なのかという, ｢ヨーロッパ人｣ の疑念にあることはいう







条約に ｢ヨーロッパ｣ の定義は見いだせない｡ ｢ヨーロッパ人｣
にとり ｢ヨーロッパ｣ はあらためて定義をくだすまでもない自明の観念か, さもなけ
れば定義を問うこと自体が禁句であるかのようである｡ ここに, ｢ヨーロッパ人｣ の
自己認識の危うさが露呈していると言えよう) ｡
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) ピレンヌは一次大戦中に, ｢トルコ人は, 及び世紀に, 人種から言うならばモンゴル系で
あるにもかかわらず, 完全にバグダードのアラブ人のセム文明に同化されてしまっている｣ と書
いた｡ アンリ・ピレンヌ著・佐々木克巳訳 『ヨーロッパの歴史』 創文社, 年[原著出版
年, 執筆～年], ペイジ｡ ところが年代にデイヴィスは, ｢トルコ人の大部分は,
人種的にコーカソイドのように考えられるが, 言語は明らかに非ヨーロッパ系である｣ と述べて
いる｡ ノーマン・デイヴィス著・別宮貞徳訳 『ヨーロッパⅠ古代』 共同通信社, 年 [原著出
版年], ペイジ｡ ｢ヨーロッパ人｣ のトルコ認識のいい加減さといったら｡
) 大戦間期にドーソンは, ｢ヨーロッパ文明とは・・・抽象的概念などではない｡ それはまったく
具体的な一つの社会的有機体であり,・・・現実に身近に存在する｣ と述べる一方で, ｢文化的見
地からみれば, ヨーロッパの統一とはヨーロッパ史の出発点ではなく, いまだ到達されていない
究極目的である｣ ともいい, ｢ヨーロッパ｣ が現実態か理念態か決めかねているかのようである｡
ドーソン著・野口啓祐・草深武・熊倉庸介訳 『ヨーロッパの形成－ヨーロッパ統一史序説－』
創文社, 年 [原著出版年], ペイジ｡ デイヴィスも, ｢｢ヨーロッパ｣ は, 容易に
は到達できない理想で, すべてのよきヨーロッパ人の努力目標だった｣ という｡ 前掲書, ペ
イジ｡ これは循環論法でないのか？二次大戦直後フェーブルはいう｡ ｢私は単に, 一定の時代に,
それも最近築かれた, 異論の余地も否定のしようもないひとつの歴史的統一体を, ヨーロッパと
呼ぶ｣ リュシアン・フェーブル著・長谷川輝夫訳 『ヨーロッパとは何か？第二次大戦直後の連続
講義から』 刀水書房, 年 [原著出版は年], ペイジ｡ まるで問うこと自体を禁じて
いるかのようだ｡
アジアのキプロス, 南アメリカのフランス領海外県, アフリカにおけるスペ
インの飛び地, これらすべてが領域であることは, たしかに ｢ヨーロッパ｣ が単
なる地理的観念でないことを示唆する) ｡ それでは, ｢ヨーロッパ｣ とは何かという
問いがあらためて発せられることになる｡ この問いは二つに分けて考える必要があろ
う｡ ｢ヨーロッパ人｣ が自らをどのように認識しているか, および, わたくしたちが




第一は, 地名と人名の関係である｡ 両者の相互移行が容易に生じることは, いまで
は大陸名とされている ｢ヨーロッパ｣ が, 人名に由来することから示される｡ そこで,
｢ヨーロッパ人｣ とは ｢ヨーロッパに住む民｣ を呼ぶのか, それとも, ｢ヨーロッパ｣
・






あらわれ・・・｣ というような, ｢ヨーロッパ｣ の拡大解釈に ｢ヨーロッパ人｣ は走
りがちだが), これは ｢ヨーロッパ｣ を人種名とすることを無自覚に前提としている｡
しかも, これが人種を自然的・歴史的環境から切り離して, 人種決定論 (白色・ゲル
マン・アーリア人種至上主義)に向かう可能性を孕んでいることに, かれらは無頓着
である｡
第二は, 土地名であれ人種名であれ ｢ヨーロッパ｣ という名称が, いつから現在使
われている意味になったのかという問いである｡ これをもう少し正確に表現するなら
ば, 今日 ｢ヨーロッパ文明｣ の主たる担い手と自ら任じている人種 (むしろ地族とい
・・
うべきか)が, いつ, なぜ, 自らを ｢ヨーロッパ人｣ と名乗るようになったのかと,
ヨーロッパ経済の歴史的空間 (渡辺) ――




) クシシトフ・ポミアン著・松村剛訳 『[増補] ヨーロッパとは何か』 平凡社, 

年 [原著出版
年], ペイジ｡ ただし, ポミアンは, ｢いまやヨーロッパ世界はラテン・キリスト教世界
と合致しなくなった｡ 西欧化がトルコまで及ぶとき, ヨーロッパ世界はキリスト教世界とも重な
らなくなるであろう｣ ともいっている｡ 同上書, 
ペイジ｡ かれがトルコを ｢ヨーロッパ｣ の
一員になりうる国と観ていることは興味深いが, この論法でゆくと, 日本も ｢ヨーロッパ｣ に組
み入れられる可能性を持つことになろう｡ これは ｢ヨーロッパ｣ 概念のインフレイションではな




第三は, ｢ヨーロッパ｣ は初めから自称だったのか, それとも初めは他称だったの
・・ ・・
かという問いである｡ かりに ｢ヨーロッパ｣ が初めは他称だったとすれば, どのよう
な経緯で自称に変わったのかが重要な論点となる｡ このことは, ｢アジア｣ という地
名を考えれば解ることである｡ ｢アジア｣ はもともと古代ギリシャ人がアナトリアも




総称となった｡ もともとギリシャ人による他称であったものを, 近代になって ｢アジ
ア人｣ が自称として受け入れたのである｡
他称が自称化する現象に注目するのは, ｢非ヨーロッパ人｣ が自らの立場から ｢ヨー
ロッパ｣ を解釈する自由を持つことを示唆するからである｡ ｢ヨーロッパ｣ とは何か
と問うことは, ｢ヨーロッパ人｣ の自己認識を問うだけでなく, いわんやそれに無批














歴史学ではヘロドトス (～？)の 『歴史』 が注目に値する｡ ここにはエウ
ローペーが頻出し, しかも随所でその具体的な説明が行われているからである｡ ｢ヨー
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) ｢名前は伝わらないが, なにがしかのギリシア人が, フェニキアのテュロスへ侵入し, 王の娘エ
ウロペを掠め去ったというのである｡ このギリシア人というのは, クレタ人であったかと思われ
るが・・・｣ ヘロドトス著・松平千秋訳 『歴史』 岩波文庫, 		年, 上, 
	ペイジ｡
) ホメーロス著・逸身喜一郎・片山英男訳 『四つのギリシャ神話－『ホメーロス讃歌』 より－』 岩
波文庫, 
























) は, 『歴史』 のなかで次のように述べている｡ ｢さて [トラキア人の]オドリュ






抗しうるものはアジアにも存在しない｡｣) ここでは, ヘラスの北部に隣接する, ドー
ヨーロッパ経済の歴史的空間 (渡辺) ――
) ヘロドトス, 前掲書, 中, 	ペイジ｡
) 同上書, 上, ペイジ｡
) 同上書, 中, 	ペイジ｡
) トゥキュディデス著・藤縄謙三訳 『歴史』 京都大学学術出版会, 年, ペイジ｡ ちなみ
にヘロドトスもトラキア人を紹介しており, 後述のアリストテレスのエウローペー人の記述と符








も参考になるのがアリストテレス (～) の 『政治学』 である｡ かれはまず,
｢非ギリシア人はギリシア人よりも, またアジア人はヨーロッパ人よりも, 性格が本
来隷属的であるために, 何ら反感をもたずに独裁的な支配を甘受する｣ と述べる)｡
｢また｣ 以下の記述は, ｢非ギリシア人のなかでアジア人はヨーロッパ人よりも｣ の意





ども, 気概に乏しい｡ それゆえ彼らはつねに支配され, 隷属化されている｡ しかし,
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) ｢アジアとヨーロッパを結んでヘレスポントスの架橋作業が行われた｣ ヘロドトス, 前掲書, 下,
ペイジ｡ トゥキュディデスの同時代人クセノポン (～) の記述 ｢軍を率いてヘレ
スポントスを渡ってエウロペに入った｣ も, これと一致する｡ クセノポン著・根本英世訳 『ギリ
シャ史』 京都大学学術出版会, 年, ペイジ｡
) アリストテレス著・牛田徳子訳 『政治学』 京都大学学術出版会, 年, ペイジ｡ 『政治学』
中公クラシックス版 (田中美知太郎・北嶋美雪・尼ケ崎徳一・松居正俊・津村寛二訳, 年)
の当該個所も参照した｡
) 牛田訳, 同上書, ペイジ｡ 田中他訳では ｢思考｣ を ｢知能｣ と訳している｡ ペイジ｡
この方が分かりやすいが, ｢ヨーロッパ人｣ に対する評価がいっそう厳しくなる｡





て, 東南方向に拡がるアシエー (リュビエー [アフリカ]も含まれる)と西北方向に拡
がるエウローペーとからなる三面世界像を描き出していること, すなわち, エウロー




法に価値判断がこめられていることが, 新しい問題を誘発する｡ 注記のように, エウ




明の中心地 (アシエー, リュビエー) と対称の位置にある西方と北方こそ, エウロー
ペーと呼ばれるべきことになろう｡ 方位とは空間観念にとどまらず文化観念でもあり,





かどうか定かでない)｡ しかし, 少なくともトラキアを ｢ヨーロッパ地方｣ の一部
とみていたことは, ほぼ確かであろう)｡
ヨーロッパ経済の歴史的空間 (渡辺) ――
) ｢ギリシアはヨーロッパを考案した｡ けれども, 盛りの時代にあったギリシア世界はヨーロッパ
世界ではなかった｡｣ フェーブル, 前掲書, ペイジ｡
) ｢アシアあるいはイオニア方言のアシエとは, 東の国, 日が昇る国のことであった｡ 西の陸地,
それはヨーロッパのことである｡ エウロペ, ドーリア方言のエウロパとは, フェニキア人がエレ
ブ, オレブ, エロブと呼ぶもの, ギリシア語のエレボス, アラビア語のガルブ [マグレグ
	
] であり, 日が暮れる国, 太陽が波間に沈む時に日が黄昏の闇に暮れるのが見える国の
ことである｡ ｢エウロペとは西の国あるいは闇の国である｣ とギリシア人辞典編纂者が言うとお
りである｡｣ フェーブル, 前掲書, ペイジ｡ デイヴィス, 前掲書, , ペイジも参照｡
) 牛田訳, 前掲書, ｢解説｣ ペイジを参照｡
) ｢かくしてセソストリスは大陸を席巻し, アジアからヨーロッパに渡り, スキュタイ人およびト
ラキア人をも征服するに至った・・・｣ ヘロドトス, 前掲書, 上, ペイジ｡ ｢諸島嶼および
テッサッリアに至るまでのヨーロッパの住民｣ 同, ペイジ｡ テッサッリアはペロポンネーソ
スとマケドニアに挟まれた地域なので, マケドニアもヨーロッパに入ることになる｡ ｢もしこの
民族[トラキア人]が一人によって統治されるか, 全民族が結束するかしたならば, おそらく向か





ルシャ帝国の版図とほぼ重なりあう｡ ヘレスポントスとタナイス (ドン) 河より西側
の地域でアレクサンドロス帝国に属したのは, マケドニア, トラキア, ヘラス (スパ
ルタを除く)だけである｡ しかし, それまでヘラスからエウローペーと呼ばれていた














(ラテン語表示) は, 世界が北を天にした円盤として描かれ, 海洋に囲まれた円形の
大地が地中海, 黒海, カスピ海によって南北に二分され, 北のエウローパと南のアシ
ア (リビア[アフリカ]を含む) の両大陸が向きあう構図である)｡ ヘラスは中心点に
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ア人,・・・マケドニア人,・・・｣ 同, 下, ペイジ｡ また, ｢プリュギア人はマケドニ







位置し・・・｣ ポンペイウス・トログス (～執筆)ユニアヌス・ユスティヌス抄録 (
世紀)・合阪學訳 『地中海世界史』 京都大学学術出版会, 年, , ペイジ｡ ペイジ
に挿入の地図 ｢アレクサンドロス帝国｣ も参照｡ ｢アシアとカドモスの妹 [エウローパ]という
二つの大陸を分け, その間を流れる川 [タナイス＝ドン]｣ オウィディウス (～)・木
村健治訳 『悲しみの歌黒海からの手紙』 京都大学学術出版会, 年, ペイジ｡ ちなみに,
同時代に書かれたカエサルの 『ガリア戦記』 に, エウローパは出てこない｡
) ヴィンセント・ヴァーガ＋アメリカ議会図書館著・川成洋＋太田直也＋太田美智子訳 『地図の歴







ろ)であった｡ 彼の著書 『地理学』 はギリシャ・ローマ時代から伝わった
現存する唯一の地図帳である｡ プトレマイオス地図は地球を球体とみて北を天にした
円錐図法により, イベリア半島からインドにいたる既知世界を, とくにエウローパを
驚くほど正確に表している｡ 世界地図におけるエウローパ, アシア, アフリカ三大陸
観を確立した 『地理学』 は, 世紀末にアラビア語に翻訳され, 世紀末にビザン
ツ帝国でギリシャ語写本が発見された｡ イスラーム世界とビザンツ帝国で写本として
継承された 『地理学』 は, 世紀初めにカトリック世界にもたらされてラテン語に












+があった｡ 世紀末～'世紀初には, ギリシャ語表記となり, -*が
-11に, 0が0に, +/が+/にそれぞれ変わった(&)｡ こうし
てみれば, コンスタンティノポリス, 現在のイスタンブル周辺の地域こそ歴史的に固
ヨーロッパ経済の歴史的空間 (渡辺) ――
(() 232ロビンソン・422セール・5262モリソン著・永井信夫訳 『地図学の基礎』, 第&版, 地図情
報センター, &年 [原著出版年], ペイジ｡ ヴァーガ他, 前掲書, &'&, (&(&&
ペイジ｡ 応地利明 『地図は語る ｢世界地図｣ の誕生』 日本経済新聞社, (年, &, 
ペイジ｡ ちなみに, わたくしは(年月日～(月日に東京足立区の石洞美術館で開か
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	) ピレンヌはロマーニアを重視している｡ ｢ローマによって征服された地域の全体を言いあらわす




訳 『ヨーロッパ世界の誕生－マホメットとシャルルマーニュ－』 創文社, 年 [原著出版
年], , , ペイジ｡ ポミアンも同様の記述をしている｡ ｢世紀初頭には ｢ローマ世界｣
(ロマニア)の新旧の住民の統合は, 基本的に, ほぼどこでも完了した｡｣ 前掲書, ペイジ｡ フェー
ブルもまた｡ ｢日常生活の小さな枠組みを超えて思い描くことができたこの文化的総体を指すの
に, ローマ帝国という言葉, あるいはローマ文化圏 という観念で
充分だった｡｣ 前掲書, ペイジ｡
	) デイヴィスはいう｡ ｢｢イスラム教の出現は, ｢キリスト教世界｣ という新しい, 固く結びついた
世界の境界線を設定し,・・・｣ ｢ヨーロッパを誕生させたのは, コンスタンティヌス以降の四百
年間だった｡ この時期には, イスラム教というスクリーンの背後でまとまりつつあった ｢キリス
ト教世界｣・・・という共同体を ｢ヨーロッパ｣ という名で呼んだ者はまだいなかった｡｣ 前掲書,
, ペイジ｡ ピレンヌも次のように述べている｡ ｢世紀に・・・存在したのはキリスト










｢異民族が徐々にローマ化し, キリスト教化する一方で, 旧ローマ人が著しく異民族化する｡ ・・・
最終的に一つの共通文明が生まれる｡ ・・・その名を尋ねると, ヨーロッパとは答えず, キリス
ト教世界と答えた｡｣ 前掲書, , , ペイジ｡
	) ｢カール大帝時代・・・ヨーロッパ人と呼ばれたら仰天しただろう・・・彼らのうちのもっとも
学識のある者にとって, ヨーロッパという語はおそらく, 地理上のラベルという意味での, 地理
的な意味しか持っていなかった｡｣ フェーブル, 前掲書, ペイジ｡ ｢古代の呼称 ｢エウローパ｣
が復活したのは, カール大帝の宮廷である｡ カロリング朝の王は, 世界の中で自分たちが統治す
る地域を表す名称を必要としていた｡ 異教の国々, ビザンティン, 全体としてのキリスト教世界
とは異なる地域として位置づけるためである｡ したがってこの ｢最初のヨーロッパ｣ という西欧
の概念は長く残ることなく, カール大帝の死後には消えてしまった｡｣ デイヴィス, 前掲書,
	ペイジ｡ ｢ポワティエの戦い [	年] に参加したキリスト教徒側の戦士を指すのに, 当時
のある文 [イシドルス・パケンシス]にたしかにエウロペエンセスという語があらわ
れているとはいえ, カロリング朝の版図を ｢ヨーロッパ｣ と呼ぶことはできない｡｣ ポミアン,
前掲書, ペイジ｡
わゆる地図となって図像化した｡ 地図とは, 大地を大洋に囲まれた円盤
とみなし, 東を天にして円盤陸地を字により三分割し, 上 (東) をアシア, 右下
(南) をアフリカ, 左下 (北) をエウローパとするものである)｡ 円盤陸地を左右 (南























ハンガリーまで領域を拡大した世紀後半に, トルコを ｢ヨーロッパ｣ 大陸内に位
ヨーロッパ経済の歴史的空間 (渡辺) ――
) 旧約聖書 ｢創世記｣ 第	章の新しい口語訳は, ｢箱舟から出たノアの子らは, セム, カム, ヤフェ
トであった｡ カムはカナンの父である｡ この三人は, ノアの子らで, この人たちから全地に人類
が広がった｡｣ とあり, 大陸名には触れていない｡ フェデリコ・バルバロ訳注 『旧約聖書 天地
創造創生の書』 講談社学術文庫, 	年, ペイジ｡ ここではハム
 がカムと表記されて
いる｡ ヴァーガ他は, ヒエロニムス (!ごろ～!	) がヘブライ語聖書からのラテン語訳で, ア
ジア, アフリカ, ヨーロッパという大陸名を附け加えたとしている｡ 前掲書, 	ペイジ｡
) 応地, 前掲書, ペイジ｡
	) 同上書, ペイジ｡ ヴァーガ他, 前掲書, !	ペイジも参照｡
) ｢ヘレフォード図は聖墳墓教会を, 円形都市エルサレムの中心, キリスト教世界の中心, さらに
円形地図の中心として描く｡｣ 応地, 同上書, ペイジ｡
) ヴァーガ他, 前掲書, 	ペイジ｡
置づけた事例は, 貴重な時代の証言というべきである｡






以上の検討から, ｢エウローパ｣ という東方産の他称が, それまでの自称である
・・・・・・






とシュリ(～) の名を挙げる｡ コミーヌは 『回想録』
(～) のなかで, ヨーロッパという観念を日常的に, 普通に, 近代的な意味で
使っているという)｡ シュリについては, アンリ四世 (在位～) が死の直前




若い観念と, キリスト教世界という古い伝統的観念を並置し, 結び合わせている｣ と,
紹介している)｡
古い地理学用語であるエウローパが復活した原因として, フェーブルは四点を挙げ






てしまったために, とくにウェストファリア条約以降, ｢キリスト教世界｣ から ｢ヨー
ロッパ｣ への名称移行が進んだという)｡ これはもっともらしい説明に聞こえる｡
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) ｢プトレマイオスの業績が西洋に再び表れた世紀初期に, ヨーロッパは, ほどなく共通の統一





) デイヴィス, 前掲書, , , ペイジ｡
しかし, 年の東西教会の分裂によってキリスト教世界の統一性がすでに失われ
ていたことを考えれば, なぜ世紀に ｢ヨーロッパ｣ という名称に変わらなかった
のか, また ｢キリスト教世界｣ の代替用語としてなぜ ｢ヨーロッパ｣ が選ばれたのか




) も候補になりえただろうからである｡ 世紀の ｢キリスト教世界｣ の分裂
は, ｢ヨーロッパ｣ という地名の一般化にとって必要条件にすぎず, けっして十分条
件ではない｡ フェーブルはデイヴィスほど単純でないが, 地理学的認識の拡大の意義
を追究しきれていない｡
そこで, わたくしは世紀が ｢大航海時代｣ であったことに眼を向けよう｡
年のコンスタンティノポリス陥落に続くオスマン帝国の西進により, 世紀後
半 ｢キリスト教世界｣ はユーラシア大陸の西北の隅に追い詰められた｡ それでも
年のレコンキスタ達成 (グラナダ陥落) によるイベリア半島奪回は, ｢キリスト
教世界｣ に西方海上への脱出準備を整える余裕をもたらした｡ ｢エウローパ大陸｣ か
ら押し出される形で始まった ｢キリスト教世界｣ の大洋進出 (脱地中海) は, 航海と
海戦の分野で技術革新を生み出し, その成果は, とりわけ ｢キリスト教世界｣ の逃げ
・・
場となった ｢新世界｣ において, 絶大な威力を発揮した｡ 大西洋を新しい地中海とし
・ ・・・・・・





りも海図に適したことは, ｢大航海時代｣ が盛期を迎えた時代背景のもとで, 地図作
成の技術革新が起きたことを物語る｡ 年, 初めて南半球図を作成して, 南北ア
メリカの大陸名を記入したのもメルカートルであったことを見落してなるまい｡
ヨーロッパ経済の歴史的空間 (渡辺) ――




) ｢外部から見た場合, ヨーロッパの住民はすべて ｢フランク人｣ だと見なされるほどであった｡｣
ポミアン, 前掲書, ペイジ｡ ｢ムスリムでシリア人の・・・ウサーマ・イブン・ムンキド
(～) にとって, ヨーロッパ人は皆フランク人であった｡｣ ヴァーガ他, 前掲書, ペイ





) モンテスキューはいう｡ ｢アメリカ大陸発見の効果は, ヨーロッパ, アジア, アフリカを結びつ
けたことである｡ アメリカはヨーロッパに, 東インドと呼ばれたアジアのあの広大な部分との商
業のために物資を供給した｡・・・それ [アフリカ] はアメリカの [銀] 鉱山や農地での労働のた
めの人員を供給した｡｣ 野田良之他訳 『法の精神』 岩波文庫, 年, 中, ペイジ｡
) 応地, 前掲書, ペイジ以下｡
ここで ｢大航海時代｣ が ｢キリスト教世界｣ に及ぼした反作用を検討しよう｡
第一に, メルカートル地図が海図としての利用価値を発揮した反面, 高緯度の陸地
面積を過大に拡げたことである)｡ 製作者の意図せざる ｢ヨーロッパ｣ の拡張効果
が, 結果として ｢ヨーロッパ｣ を大陸とすることを正当化し, 近代地理学の発展にも
拘らず, 古代ギリシャ伝来の三大陸観に固執する根拠を与えたことは疑いをいれない｡
これ以降, 今日にいたるまで, ヨーロッパは自らを ｢大陸｣ とする特権を手放そうと
しない｡ そのため, 自然地理学では単一の ｢ユーラシア大陸｣ (アシローパ大陸と呼
・・・・・
ぶ方がまだましであろうに)上に, 人文地理学では ｢アジア大陸｣ と ｢ヨーロッパ大
陸｣ の両大陸が並存するという奇妙な二重大陸観念が, 現代の世界像をも刻印してい
るのである)｡
第二に, ｢大航海時代｣ は地球周航という成果を生み, 地球が球体であることを経




ポリスに世界図の中心点を打つことができた｡ しかし, ｢キリスト教世界｣ が西方に
・
新しい大陸を ｢発見｣ したいま, 自らの中心性を誇示するにはどうすればよいのか｡
北を天にしてアジア, アフリカ, アメリカ三大陸の要に自らを置くほかあるまい｡ し




第三に, ｢キリスト教世界｣ という自称は, 異教世界に囲まれている現実を追認し,
固定化するばかりか, 自らを相対化する恐れがある｡ それでは, ほかに何があるか｡
｢フランキア｣ と名乗ることは, すでにフランスがこの名称を継いでいるので, ゲル




かくして, ｢ヨーロッパ｣ の大陸観, 中心説, 自称化, この三者が一体となり, 
・・・ ・・・ ・・・
世紀に ｢ヨーロッパ｣ という名称が受けいれられたのである｡ プトレマイオスの
天動説からコペルニクスの地動説への大転回が起きたそのときに, 地上では ｢ヨーロッ
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) 北ヨーロッパの面積は倍に拡大される｡ ロビンソン他, 前掲書, ペイジ｡
) これを示す一例が近代オリンピックである｡ 五輪旗が表す五大陸とは, ヨーロッパ, アジア, ア




ことを認めることが絶対的に必要なのであった｡｣ ヴァーガ他, 前掲書, ペイジ｡
パ｣ という不動の地軸を中心に世界が回る ｢天動説｣ が生まれたことになる｡ ピレン
ヌがいうように, ｢マホメットなくしてはカール大帝の出現は考えられない｣) とす
るならば, オスマン帝国なくしては ｢ヨーロッパ｣ の出現は考えられない, というこ
とになろうか｡







がったばかりの 『天球の回転について』 が届けられ, 東方世界ではポルトガル船が種




(～) が日本と ｢ヨーロッパ｣ の異同を論じるまでにいたった)｡ ｢ヨー
ロッパ｣ という自称が遅くとも世紀末には普及していたことは, かれがポルトガ











以上の検討から日本人の解釈対象として現実的意味を持つ ｢ヨーロッパ｣ とは, 
世紀以降の西ヨーロッパにほかならないことが導きだされる｡ いまや ｢ヨーロッパ｣
・・・・・・
と自称し, 日本と関係を持つにいたった西ヨーロッパ, これこそ本稿副題の ｢空間の
ヨーロッパ経済の歴史的空間 (渡辺) ――
) ピレンヌ 『ヨーロッパ世界の誕生』, ペイジ｡
) ルイス・フロイス著・岡田章雄訳注 『ヨーロッパ文化と日本文化』 岩波文庫, 年｡ 長いポ
ルトガル語原題の後尾は,・・・
		となっている｡
) フロイスは自称にかかる用語として, ｢われわれ｣, ｢ヨーロッパ人｣, ｢ヨーロッパの人々｣, ｢ヨー

























かくして西ヨーロッパ人は, おしなべて ｢市場人｣ となった｡ 西ヨー
ロッパ人とは何よりも商人なのだ)｡ 文化附着的商品の輸出商人の自負は, 古代ギ
リシャ・ローマ文明遺産の独占的相続人であるとの自意識を拠りどころにする) そ
れどころか, 西ヨーロッパは自らの始祖としていわゆる ｢古典古代｣ 文明を創りだし
たと, いうことさえできるであろう｡ ギリシャ神話が植民都市国家ギリシャの自己認
識を正当化したように, 西ヨーロッパは, 古代ギリシャからの連続性という ｢ヨーロッ
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) 詳しくは, わたくしの論考 ｢資本循環と資本類型－経済政策類型論構築のために－｣ 『京都大学
経済学会・経済論叢』 第巻第号, 平成年月, および ｢資本の諸類型－わたくしたちは
｢西洋｣ をどのように捉え直すか－｣ 『東経大学会誌』 号, 年, を参照されたい｡
) ドイツ経済史における商業, 商人の意義について, わたくしの ｢ファブリカントとカオフマン－
産業革命期ニーダーラインの商人たち－｣ 『追手門経済論集』 第巻第号, 平成年月,
を参照されたい｡
) ｢東洋文化に見られないヨーロッパ文化の著しい特色は, すべてギリシアから生まれ出たもので








日 本 西 欧 北 米
初期条件
強制開国, 本源的蓄積の 植民地物産と商品革命 入植, 原住民駆逐






資本循環形態 生産資本循環 商品資本循環 貨幣資本循環
類型的危機形態 生産要素の不適合 内部市場飽和 投資先の不確定性
基本規定 生産の優位 販売の優位 投資の優位
基本関心 どのようにして作るか どのようにして売るか なにを作るか
再生産の必然性 有 有 無
再生産の指向性 弱 強 弱
利潤関心 弱 中位 強












歴史的産業連関 不連続・他律性 連続・後方連関効果 不連続・前方連関効果
資本間関係 協調 協調 敵対
労働様式 協業 独業 独業
消費様式 他律的変動 安定 自律的変動
内部市場 伸縮 硬直 伸縮
輸出依存度 低 高 低
空間原像 工場 市場 農場
外界形態 資源供給源 販路 未開拓地
内外関係 受動的開放系 能動的開放系 防御的拡大系






社会的対立因 世代差 階級差 人種差
帰属集団 臣民国民 市民 人民  !
資本・公権力関係 密着 親和 対立
公権力形態 行政の優位 (事中) 立法の優位 (事前) 司法の優位 (事後)
政策目標 対企業 産業編成指揮 市場基盤拡充 独占規制
対世帯 消費過程変換誘導 階級秩序維持 消費の自由の保障
対外界 環境変動順応 文化優位の確保 国家安全保障
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